
 

姫路城世界遺産登録 30 周年記念事業 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日時  2023年１２月１７日（日） 14：00～15：30 

場所  イーグレひめじ３階 「あいめっせホール」  

講師  工
く

藤
ど う

 茂
しげ

博
ひろ

（城郭研究室） 

定員  ２８０名（応募多数の場合は抽選） 

申込方法 事前申込制 下記①②いずれかの方法でお申し込みください。 

① 往復ハガキ（１通につき、１人まで） 11月24日（金）必着 

〒・住所・氏名(ふりがな)・電話番号を明記。返信ハガキに返送先の宛名を記入の上、下記申込先まで郵送して下さい。  

② インターネット申込（電子申請） 10月16日（月）～11月24日（金）17時まで 

城郭研究室HP「イベント」内のリンクからお申込みください。（詳細は裏面に記載しています） 

 

お問い合せ・お申込み先 

〒670-0012 姫路市本町68-258  姫路市立城郭研究室「姫路城」係 ℡ 079-289-4877 

城郭研究室HP  http://www.city.himeji.lg.jp/jyokakuken/  

※城郭研究室では、姫路城三の丸にあった御殿・櫓などの資料（古写真・古文書など）を探しています！！ 

江戸時代、将軍が長距離を移動する際、既存の城郭を休泊所にしました。なかでも宿泊する城は宿城といいました。

日光社参では、日光道中に沿う古河城や壬生城、宇都宮城等が宿城となり、「宇都宮の吊天井」の話が生まれました。

また東海道では、将軍の上洛に伴って小田原城や駿府城等が宿城となりました。復元された名古屋城の本丸御殿も、こ

のときに将軍専用として使用されたものです。 

実は、姫路城でもこうした宿城として使用される予定があったことはあまり知られていません。そこでこの回では、

姫路城が宿城となった経緯とそれにともなう酒井家の動静、そこからわずかに垣間見られる城内の様子について紹介し

ます。 

慶応の姫路城素描 
-将軍にキャンセルされた城- 

令和５（2023）年度 第６回 城郭市民セミナー 

曜日・時間・場所が 

通常とは違います！！ 


